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特集「新しい時代に向けて英知を結集する
コラボレーション技術とネットワークサービス」の

編集にあたって

斉藤 典明1,a)

パソコンやスマートフォンをはじめとする様々な情報通

信機器が様々な年代，様々な利用者層に普及し，ネットワー

クサービスは社会生活において幅広く定着した．現在は複

数のネットワークサービスが複雑に連携して我々の社会生

活を支えている．そのことにより大量に集まる社会データ

を効果的に利活用し社会生活を豊かにする期待も高かまっ

ている．一方で，複雑なネットワークサービスの隙間を狙

うサイバー攻撃の増加・深刻化でセキュリティへの不安も

また高まっている．これらの ICT環境の転換現象に加え

て，社会構造の少子高齢化，産業構造のグローバル化，エネ

ルギー問題，災害対策・復興支援，2020年東京オリンピッ

クなど未来に向けた魅力あるネットワークサービスの創出

など，様々な社会的課題がある．社会的課題に ICTで貢

献してゆくためには，ICTに関わる多くの人たちの英知を

結集し，様々な脅威や環境の変化を乗り越えてゆく必要が

ある．その中では，高度なコラボレーション技術の活用や

魅力的なネットワークサービスの実現が期待されている．

そこで，現在直面している社会問題の解決や来るべき未来

への期待にグループウェアおよびネットワークサービスに

よって貢献することを狙って，今回の特集号を企画した．

特集号で扱うトピックとして知識・情報共有，ソーシャ

ルコンピューティング，ユビキタスコンピューティング，セ

キュアなネットワークサービス，医療・福祉のためのネッ

トワークサービス，防災・減災のためのネットワークサー

ビス，分散コラボレーション，教育・学習支援，コミュニ

ケーション研究の理論・技術・応用・評価ならびにグルー

プウェアとネットワークサービスに関する論文を広い範囲

で募集した．

投稿された論文は，当初のほぼ予定通りとなる 42件で

あり，最終的に 17件の論文を採録した．採択率は 50%の

予定に対して 40%とやや低めになった．カテゴリ別では，

「ソフトウェア工学」で 2 件投稿され 1 件採録，「ネット
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ワーク・インターネット応用」で 6件投稿され 1件採録，

「言語メディア処理と情報コンテンツ」で 2件投稿され 2

件採録，「インタラクション」で 29件投稿され 11件採録，

「情報と人文・社会科学」で 3件投稿され 2件採録となっ

た．また 1回目の査読で条件付き採録となった 26件の論

文中 7件の論文について 2回目照会を実施し，より多くの

論文を採録しつつ質の向上に努めた．

採録された論文はどれも時代を反映した優れた論文であ

り，これからのグループウェアとネットワークサービスの

研究開発の発展に寄与することを期待している．今回残念

ながら不採録になった論文についても優れた論文が多く今

後の再投稿を期待し，編集委員会で議論を重ね丁寧にコメ

ントを返すことを心掛けた．

最後に本特集号を編集するにあたり，魅力的な論文を投

稿していただいた著者の皆様，あらゆる段階で労をいとわ

ず作業を進めたいただいた高田秀志幹事をはじめとする編

集委員の皆様，厳しいスケジュールの中で熱心かつ丁寧に

査読していただいた査読者の皆様，スケジュール管理を含

め様々な支援をしていただいた学会担当者の方々に心より
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